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三tfc年 に始 ま った

海 水淡水 化 を 翼的 と した

逆浸 透膜 の 開発 は.今 日

ほぼ完成 の域 に達 し.必

要理 論 ヱネ ルギ ー の約4

倍程 度 の省 工ネル ギ ー分

離技術 として確 立 した｡

これを頂点 として､そ れに続 く､ナ ノろ過膜.限

外ろ過膜.精 密ろ過膜などの,い わゆる膜 ろ過法

として水処理の分野 にも普及 しつつある｡問 題は

スケール アップである､何 十万 トン.何 百万 トン

規模のプラン トをどのように造 り上げていくのか｡

どのよ うに維持管理するのか.近 い将来 の重要問

題である｡

一方 ､ガ ス分離や非水溶液系の分離には､興 味

を持たれっつもあまり普及 していない.こ れはや

は り膜 自身の性能がまだ充分でないためである.

このため に無機膜が研究 され.か つてはとても不

可能 と考えられていたゼオライ ト膜も作 られ始め､

市販 される もの も出現 している.

その他 の無機膜 も数多 く発表され.多 くの応用

分野が考 え られている｡こ れ らの膜の使:い方であ

るが.圧 力 を駆動力 として使 うのが一番省工ネル

ギー的である と考え られているので､こ の方向へ

の発展 を期待 したい｡も ちろん.脱 塩や水処理 へ

の応用 も期待 されている｡

さて.我 々の求めて いる究極 の膜 とはいったい

どのよ うな ものであろうか.ま ず､サ ブナノか ら

ミクロンオーダーに至る孔径の分布の少ない.あ

るいは孔径分布の全 くない孔 を有する膜であろう｡

これ を実用上必要な大面積の ものにどう仕土 げる

のか｡ま たその材料は何 を使 うか｡

後者の件 に関 しては､す でに分子勤 力学 を用い

るシミュレーシ ョン計算が行われてお り.透 過分

子 と膜材料 との相互作用について計算が行われて

いる｡こ の結果 と実験結果 との一致が見 られれば､

膜材料の選定にも役立っ ことになろ う｡以 上.膜

技術の夢 について考えてみた｡





19t8年11月 烹3日(金)に0ス ク リー ン

工 場･半 導 体 工場 見 学･講 演 会｣と して､東 洋 ス

ク リー ン工 業(株)に て亙SOI40碗 の実践 に関す る講

演 と見 学､シ ャー プ(株 〉天理 工 場 の 見 学 会 が行 わ

れ た｡会 場 が 東京 か ら離 れ て いた こ とも あ り.参

加 者 は18名 で あ った｡

､_一
まず.同 社廣濱社長か ら.ISO140瓢 取得 を大

企業のように製品輸 出のためでな く.環 境 との

調和の経営｣と いう中長期経営戦略の一環 として

位置付けた とい う話 をうかがった｡結 果的 に.数

字 として現れない部分 も含 めた業務改善､及 びコ

ス ト削減が得 られ たという｡例 えば｢整 理整頓｣

というような従来のスローガンには｢い つ｣｢誰 が｣

という点が欠けて いたが.亙SO14001の 取得作業

によ り.こ れ らの点 を明確 にし.

全社的な活動に結び付けることに

重点 を置いたとのことであった｡

続いて､企 画技術部の阿倍昌明

氏か ら1SO盗001取 得後 の実践経

過 についての報 告があった.各 項

目(例 えば,電 力使用量や脱脂 に

使用す る溶剤使用量及びそのコス

ト等)に ついて具体 的な数字 を挙

げての削減実績が示 され.社 長 の

理念が非常に説得力を持つ ものに

思えた｡

その後.主 製晶で あるウェ ッジワイヤーの製造工

程や.デ モ機の運転を見学 した｡

蕪.シ ャープ(株)天 理工場

シャー プ(株)天 理工場で は.主 に半導体 と液

晶の生産 を行 ってお り.こ の度はそ の半導体 工場

の見学を した｡こ の工場 では:L鱗を月産2AFfO

万個 生産 している｡見 学コー スの通路 の壁 には至

る所 に手書 きの改善点の報告書が貼 られてお り､

地道で絶 え問無い努 力が最先端の製品を支えてい

ることを感 じさせ られた｡

硝子 を隔てたクラス10(直 径E.3ミ クロンの粒

子が1餅 に!0個 以下〉のクリーンルームには.一

台で数億 円もする機械がず らりと並んでお り､新

聞等で聞 く半導体製造の投資額の大きさを改めて

納得 させ られた｡併 せて歴史ホールを見学 したが,

創立以来｢世 界初｣｢最 軽量｣｢最 小｣と いう製品

にあふれ.シ ャー プの経営 信条 の一つ である

｢創意｣と 最近の超微細加工技術 を中心 とした製品

展開に強 く印象づけ られた｡

最後に､今 回初めて懇親会 まで出席 したが.経

験 豊富 な諸先輩方 の話や プ ログ ラム に無か った

HACCPの 臨時講議 まで聞 くことがで き.非 常 に

勉強になった｡今 後 もこのよ うな機会があれば参

加 したいと思った｡

〔ベカル トアジア 和泉 彰〕



98洗 浄総合展が10月13～16日 の会期で東

京国際展示場(東 京 ビックサイ ト)に て開催 され

た｡洗 浄総合展 は隔年開催 され､今 回で8回 目と

なる｡｢時 代を洗 う.地 球 を守 る｣を テーマ に各

種洗浄機器.洗 浄剤な ど時代の要求す る産業用洗

浄の全般的展示が行われた｡展 示会の主催は(株)日

本洗浄技能開発協会.日 本産業洗浄協議会､日 刊

工業新聞社｡出 展会社数は125社L団 体､出

展小間数300と いう比較的小規模 な展示会 と言

える｡

展示内容を見ると.特 定 フロンや1.1､1_

トリクロロエタ ンの全廃か ら数年が経過 した こと

によ り､代替洗浄 という観点か ら水系や炭化水素系

の洗浄剤や関連機器への転換が促進 されている｡

今回新設 された｢水 処理コーナー｣で は､当 工業

会に とって関心の高 い排水処理や リサイクル とい

う環境保全や経済効率を考 えた技術 も目立つ もの

となって いる｡中 空糸膜によ り.廃 液か ら油分 を

分離 し洗浄剤の再利用 を行 うシステムやエマルジ

ョン廃液の分離技術､フ ィルターの逆洗洗浄によ

る長期ろ過ライフの実現などに関心が寄せ られた｡

この展示会 に出展 した会員企業の 日本錬水(株)は､

従来 の薬液再 生を必要 としない電気再生式純水装

置や除濁UFろ 過装置,脱 気膜装 置な どを展示､特

に電気再生式純水装置に注 目が集 まったようだ｡ま

た.こ の展示会が4日 間で7万 人以上の来場者を

数えた ことは.産 業界 にお ける洗浄技術への関心

の高さを表していると言える｡〔 編集委員会記〕

SEMICONJAPAN98が 輝 けSEMICOE未

来 へ の挑 戦｣を テー マ に.166月2日 か らG日 ま

で の3日 間､幕 張 メ ッセで 開催 された｡今 回 は22

回 目で あ り.会 場 は 昨 年 か ら広 い 幕 張 メ ッセ 全

館 にな った に も係 らず､約7eO社 の参 加 で会場 の

ス ペー ス は一杯 に使 わ れて いた｡会 場 の 区分 は､

｢前 工程 装置･部 品.総 合｣ ､｢前 工程 関連 設備･

材料･搬 送装 置｣､｢後 工 程 関連装 置･設 備･部 品

･材 料｣に 大別 されていた｡

世界的な不況 か ら.半 導体業界は深刻な状況で

あるが.こ のよ うな時期にもかかわ らず新技術開

発の努力は続 け られてお り.微 細化(高 密度化),

省エネ化.300盤mウ エハー対応.環 境対応等

これ までにも増 して活発 にな っている｡

超純水関係では.十 数年前 には,詞 社かがシス

テムのフロー シー トを示 して.重 点 を置いた展示

をしていたが､今 回 はそのような展示 は少なか っ

た｡そ の中では､栗 田工業(株)の 電気式連続脱イ

オ ン装置が大きなスペースを割いて展示 されてお

り.半 導体製造でのイオ ン交換は この方式にシフ

トして行 く方向性 を示していた｡

なお､当 社で もイオン交換不織布 とイオ ン伝導ス

ペーサー を利用 した同様の装置の展示を行った｡

分離膜 では､旭 化成工業(株)の 超純水 前処理用

UF.超 純水用UFの 実物展示があ り､大きなモジ

ュールが横置きされていた こともあって 目を引い

た｡ま た､シ リコン研磨排水及びCMP排 水回収用

UFで は.小 型 のデモプ ラン トでのろ過を行 って

いた｡な お､CMP(ケ ミカル･メ カニカル･ポ

リッシング)と は研磨剤 と研磨布 を使 ったウエハ



一の平滑化装置であ り,半 導体の高密度化 によ り

適用が増加 してお り.本 展示会でも当社をはじめ

多 くの展示があった｡他 には東 レ(株)の超低圧広

膜面積ROの 実物展示.神 鋼パンテツク(株)の振

動モジュールの展示があった｡

フィル ターで は､B本 ミリポア(株),日 本ポー

ル(株).他 の展示があ り.薬 晶 ろ過用 フィルター

に重点が置かれているよ うであった｡ま た両社で

は.環 境問題に対応 したゼ ロエミッシ灘ン対策 と

して.一 部のプラスチ ック材料 をペ レッ トとして

回収 し.ナ ッ ト等に再生する リサイクル化へのア

ピール も見 られた｡

配管 関係 は展示が多 く.ク ボタジ ョージフィッ

シャー(株)の高純度パイピングシステムをはじめ,

日曹エ ンジニ アリング(株)の 配管.計 器等 のテ フ

ロン製 晶.日 本鋼管(株).神 鋼パ ンテ ツク(株〉の

ステ ンレス配管製品等､配 管での汚染ゼ ロを目指

した各製品が発表 されていた｡

最後 に,計 装 では リオ ン(株).(株)ニ シヤマの

0.05μm対 応 のパーテ ィクルカ ウンターが 目

にっいた､〔(株 〉荏原製作所 小島康成 〕

粉 体 工 辮 余 秋 期 研 究 発 籔 会 報 欝

1998年11月25騒 に恒例の粉体工学会秋

期研究発表会(中 央大学駿河台記念館 〈お茶の水〉)

にて｢固 液分離 とその関連技術｣の シンポジウム

が開催 された｡本 シンポジウムはオーガナイザー

を私.副 オーガナイザーを薄井洋基教授(神戸大)と

して実施され.日 本粉体工業技術協会の｢ス ラリ

ー操作｣分 科会(共催)及 び当工業会の協 力によ り

合計20件 の発表が行われた｡講 演題 目は以下の

通 りである｡

Al溝 澄化工業会 催 工業会 賂称〉関係1ω ステ

ンレス製不織布 フィルターのキ ャラクタ リゼー シ

ョン及びろ過特性(横 浜国大2件)､② アンスラ

サイ トによる深層ろ過(トー ケミ).③ 金属ろ材 を

用いた噴射給液方式 による粒子 の分級(富 士 フィ

ル ター工業).14)固 液分離用ろ布の寿命(中尾 フィ

ル ター).⑤ 金属水酸化物 のろ過特性(日 本 ブイル

ター)､16賑 動型膜分離装置 による ラテ ックスの

濃縮(神鋼パンテツク)｡

翫 ス ラリー操作分科会開係1鱗 シ リカサスペ ン

シ灘ンスラ リーの レオ ロジー(神戸大).18/ス ラ リ

ー脱 水 にお け る課題 と対処 事例(栗 田機 械製 作

所).翻 下水･し 尿汚泥 の性状 と固液分離特性(ク

ボタ)､働 ろ過 と圧密 とを統括する理論(倉敷芸科

大)､⑳ 凝集 剤 を添加 した汚 泥の脱水特 異性(同

上)｡

Cl一 般 濃2)準醐体回転流 による高精度湿式遠心

分級(名工大A4件).⑬ 高濃度 アル ミナスラ リーの

遠心法によ る圧密特性評価(名 大).⑯ ゲル粒子懸

濁液の遠心 ろ過機構(山 貸大).⑯ 凝集固液系の フ

ラクタル構造(鈴鹿高専〉､⑯ コ縢イ ド包括ゲル化

反応 を利用 した難 ろ過性 コロイ ド懸濁 質の処理

(同上).⑳ 希薄懸濁液の精密ろ過モデルの提案(名

大)､㈹ 混合試料の膜;分離特性(同上).

粉体工学会における研究･技 循発表 は一般 に乾

式処理が多 く､ろ 過のよ うな湿式処理 はセ ラミッ

ク成形の場合を除 き､非 常に少ない｡従 って､本

シンポジウムの会場参加者の約1/3は 粉体工学

会会員外であった｡現 在土･下 水道等の用途に関

係のない国内発表の場 としては化学工学会 と粉体

工学会がある｡清 澄化工業会 としては工業会の内

容を広めるためにも.こ れか らも他の学会や団体

と共催あるいは協賛 してい く必要があると思われ

る｡最 後 に秋期研究発表会 に協:カいただいた方々

に感謝の意 を表 します｡〔 松本幹治〕



LFPINewsLetterNo3(p,6)に 技術委員会

報告を してか ら11月 末 までにP回 の委員会を開

催 した｡技 術委員会の4つ の主要な役割 とそ の概

要はNo｡3に 述べているので.今 回 は これ らの

役割に対す る現在 までの活動経過 と今後の予定 に

ついて報告 します｡

零)技 繕情報の会員及び外部への提供:① 会員企

業 における講読雑誌･新 聞のア ンケー ト調査1業

種 によ り関連のある雑誌･新 聞の類別化 を行 い.

会員内の技術情報の共有化を図るためにアンケー

ト用紙 を送付 し､1月 中に回収 しますので ご協力

ください｡② 他雑誌への技術記事 の企画･協 力:

工業調査会 の依頼 によ り月刊誌｢化 学装置｣(平

成1c年8月 号)に｢液 体清澄化技術 の新潮流｣

の特集記事(大 矢教授の概説 を含 め記事f件)を

載せた｡ま た 日本工業出版よ り月刊誌｢ク リー ン

テクノロジー｣へ の特集記事(平 成11年4月 号

予定)の 企画依頼 を受け.清 澄化工業会(略 称)

の概要と12月9日 に実施 した基礎講座(1)を基 に

した｢清 澄化技術の基礎 と応用ω｣の 記事7件 を

出す ことにな った｡今 後 もこれ らの雑誌への継続

的な特集号等の企画が求め られていることか ら.

広報委員会の協力も得て企画編集 グループを設 け

ることを検討中である｡

㊨ 技術的行霧に対する協 力:初 心者や実務経験

者のための講習会･勉 強会及び会員が関心のある

テーマの講演会･シ ンポ ジウム･見 学会等の行事

のテーマ企画や人選の協力を行事委員会か らの依

頼 を受 けて行 っている｡環 境問題 において会員が

関心のあるテーマのアンケー ト調査 を4月 に行 っ

た｡① 講習 会;液 体清 澄化 技術 基礎 講座(1)が

12月9日 に行われ.約Pd◎ 名の参加があった｡

基本的要素技術が多いので3回 の基礎講座 をもっ

て完結す る予定である｡今 後 は実務経験者向けの

中級講座や実習を伴 う講習会 も検討中である｡②

講演会･シ ンポ ジウム1平 成1◎年 は｢1SO14000｣

(2月)と､｢膜 分離技術｣(8月)の 講演会実施 に協

力した｡平 成11年 は｢LCAシ ンポジウム｣(2月)

を行 う予定である｡

3)製 晶及び試験法の規格･標0化1製 品の規格

化及び試験方法の標準化 の必要性 について技術委

員会で討議 し､以 下のような意見 が得 られた｡①

試験法の標準化(ユ ーザー側)1標 準化 は必要で

製晶の評価 は統一試験法がよい､製 品の選択に便

利､製 品の調査(試 験)の リスクが減少すなわち

省力化 になる.メ ーカー側で行われた試験:法がユ

ーザー側 にとって使用･用 途に応 じた適切な方法

になっているか?(試 験液等パ ②試験法の標準

化(メ ーカー側):試 験法の多 くは社内基準で あ

り試験法 を変える と当面 問題が生 じる,用 途や業

界 に応 じて特定の試験法があるためメーカー側か

らの標準化は困難､小 規模装置の試験法が実機 に

適用できるか不明､ろ 過性能等の性能 に対する試

験法･規 格がない､ろ 過試験 には.試 験用標準液

体が必要､ろ 過性能試験 の標準化は難 しい.耕 料

特性や臭いなどの感応特性の試験法には意味があ

る.③ 製品の規格化(ユ ーザー側)1部 品等の互

換性や汎用品の使用ができるため製品の規格化は

望 ましい､④ 製品の規格化(メ ーカー側)1カ ー

トリッジフィル ターな ど物 によっては規格化 され

ている.製 品規格の変更は金型交換 などのコス ト

がかかる､他 社が作っていない部品を高く売れる.

規格 を決め ると規格外製品の開発 をしな くなる､

欧米の規格が主流の分野ではそれ に従わざるを得

ない､性 能 に関する規格はないが.そ の規格化 は

困難､以 上賛否両論 の結果か らとりあえず各業界

ごとに用語の統一.試 験法の調査､製 品の規格化

の度合い調査､海 外 の実体調査.ユ ーザーが望む

規格調査な どを行 うことになった｡

轟〉分科会の設置:総 会にて分科会の活動経費が

認め られたが､平 成11年 度は将来 どの企業 にと

って も重要 にな ると思われるLCAの 分科会を作る

ので関心のある企業は参加 して下 さい｡今 後は全

体のニーズと会員の意見 を踏 まえて必要な分科会

を設立す る予定である｡

以上が技術委員会の現在までの活動内容である

が､そ の活動が会員すべての意見や利益を反映 し

ている訳ではないので.委 員会に対す る要望や意

見があ りました ら担当者あるいは事務局 までお知

らせ ください｡〔 松本幹治〕
緯



ザル トリウス株武会被

当社 は､1987年 カール ツ ァイ ス(株 〉ザ ル トtウ ス

部 か ら独立 し設立 され ま した｡膜 分離 関連製 品 と.

秤量器 の8dつの異な った製品 を製造販売す るユニー

クな会社 です.膜 分離事業部 は.製 薬､食 品.ラ ボ

分野 に特化 し各々の市場 に適合す る製晶 の開発､用

途 開発.技 術サポー トを行 い製品 の販売 を行 って い

ます｡製 晶 は､研 究用か ら工業用 まで幅広 く取 りそ

ろえスケール アップに容易 に適応で きます.ま た精

密 ろ過膜は もとよ りプレフィル ター.限 外 ろ過膜 も

取 りそ ろえてお ります｡さ らに完全性試験器､空 申

浮遊菌測 定装置な どの ろ過関連製晶 も取 り扱 って い

ます｡こ れ らに加え.付 加的なサー ビス業務 といた

しま して､FACTと 称す る実液で のバ クテ リアチ ャ

レンジ試験､溶 出試験､ろ 過プ ロセスの適正化､顧

客 セ ミナー等 も行 っています｡

是非.工 業会の皆様 と協 力 しま して､新 しい市場

を開拓 しお互 いに成長発展 できる ことを期待 してい

ます｡(瓜 生 敬志)

月鵬機械株武会雑

当社は!905年 創立以来､わ が国近代工業の黎明

期 か ら.総 合 プ ラン トメーカー として.様 々なテ ク

ノロジー領域 に多種･多 彩 な装置の提供 を行って ま

い りま した｡

一方 ,人 と地球環境 を守るための環境保 全関係の

技術 は､廃 棄物か らのエ ネル ギー創 出や 人工大理 石

な どの製造技術 にまで及 んでお ります｡

こう した 中,固 液分離操作 の一 つ｢ろ 過｣に おい

て は真空式(ド ラム型.デ ィスク型.水 平型).加

圧式(ド ラム型､リ ー フ型､キ ャ ン ドル型､フ ィル

ター プ レス)｡圧 搾式(ベ ル トプ レス､ス ク リュー

プレス､〉 等機種 をそ ろえ業界 の トップと して あ ら

ゆる目的に対応できる体制をとってお ります｡ま た､

従来技術 を発展 させて､最 近 〈1>石 膏用 ドラム型 フ

ィル タ 〈2>酵 素等 洗 浄抽 出用 水平 ベル トフィル タ

〈3>高 濃度 ス ラ リー清 澄 ろ過 用 多角 形セ ラミ ック

フィルタ等を開発 し.ろ 過技術の適用範囲 を更 に広

めて いきた いと考えてお ります｡(岡 本和夫)

i株 弐 会 社 ニ シ ヤ マ

…
1当 社は,工 業用ゴム製晶の専門商社としてスター
婁
1ト し､時 代の最先端技術 と出会うたびに.お 客さま
き

iと の接点を着実に増や し.技 術とノウハウを蓄積し
キ

1て きま した｡で すか 叡 当社のネ ッ トワー クは,絶
ζ
1え ず広 が り深 ま り､成 長 し続 けています｡今 では､

iエ ネル ギーか ら.輸 送､機 械 設備.プ ラン ト設計､
き

;情 報通信､電 子.家 電,イ ンテ リアまであ らゆる分
ξ
1野 と接点 をもち､様 々な技術 の可能性 を追及す る企
ち

i業 としての実績を,積 み重ねています.技 術へのあ

1く なき好奇心と強力なバックアップ体劇が当社のセ

:一 ルスポイン トです｡

i当 工業会とのかかわ りは.液 体の清澄化に関連す

る計測･分 析機器及び部品の取 り扱いで､主 に半導

i体･電 力及びその関連業界に参入しています｡半 導
き

}体･液 晶の製造工場やその製造に使用される純水･

iフ ィルター･装 置メーカー等のお客様へ必要とされ
･る 各種計測･分 析機器を開発提供しています｡ま た

当工業 会の一員として会の発展に寄与して行きたい

と考えています｡(真 野 徹)

一

曜稲化学工葉株武会被

当社は欝33年 に設立されました｡代 表的なケイ

ソウ土の鉱床のある秋田県､岡 山県.大 分県の3県で.

食品添加物製造業認定工場をもち.全 国へろ過助剤

を供給 しています｡

当社が開発･製 造している製品は食晶や医薬品の

製造行程､建 築材料､水 質管理､土 壌改良といった

幅広い分野で使用されています｡ろ 過助剤として.

ろ過抵抗の低減､高 清澄度固液分離､ろ 材の目詰ま

り防止といった基本性能の役割を担うとともに断熱.

軽量.不 燃.耐 火､遮 音,吸 収､固 結防止といった

特性が利用されています｡最 近では.排 ガスの乾式

ろ過助剤としてバグフィルターで使用される反応助

剤の製造を開始 し､ま た固定化触媒 として液相･気

相での用途などの研究開発 も進めてお ります｡人 と

環境に優 しい産業用素材 としてケイソウ土使用後の

ケーク処理やリサイクル用途の研究にもカを入れ､明

日の快適な社会作りのために努力してまいります｡

(富田和樹)



一
最近話題 とな り､各 企業にとって今後 ます ます

大 きな関心事 となる ことが予想 され る｢LCA｣

(:Li麺CycleAssesment)に 関 して下記のようなテ

ーマの講演 とパネル討論 を主体 とす るシンポジウ

ムを企画致 しましたので.ご 期待下 さい｡

シンポジウム終 了後には.出 席者の親睦 をはか

るため､懇 親会 を予定 してお ります｡

日 時ll4a99年2月Qx3日(火)午 後1時 よ り

場 所;ヨ コハマ プラザホテル

講演 内容 と講 師:

1)｢LCA:Whatlsit?HowtOdOi?｣

東京水産大学 助教授 石川雅紀氏

の｢持 続可能発展 のための:LCA実 践例 紹介｣

資源環境技術総合研究所 大矢仁史氏

稲葉 敦氏
s
4)｢ゼ ロエミッション実現に向けてのLCAの 活用｣

(株)荏原製作所 羽鳥之道氏

喋)パネル討論

司会 横浜国立大学教授 松本幹治氏

このシンポ ジウムの詳細につきまして は､追 っ

て送付 され る案内状をご覧 ください｡

新 しく工業会に入会された会員の方々およびそ

の入会 にご尽力いただいた会員の方 々を ご紹介致

します｡今 回は5社 で､12月 初旬現在で法人会員

数は69社 となり､70台 が目前になってきました｡

新 入 会 員 推 薦 会 員

翫(株 獺 菱フィルテツク(一般会員〉

焦 ソニー《株〉(ユ ーザー会員)(株)ニ シ ヤ マ

3工 栄モスフィルター縢(株 〉(一般会員)日 本ミリポア(株)

尋灘本リファイン(株)(一 般会員)松 本 代 表 幹 事

覧 羅機装(株)(一 般会員)松 本 代 表 幹 事

(株)新 菱 フィルテ ックは会員企業で ある(株)テ ク

ノ大手のフィルタ関連部門が1f月 に分社独立 し

た会社です｡

入会案内書類は､事 務局にとり揃えてあ ります

ので.ご 入用の際には事務局宛にご一報ください｡

第2期 定時総会を控えた14月8日 に第2回 理

事会が開催 され､第2期 事業年度の会計収支の報

告後､第3期 事業年度の事業計画 とその予算案を

下に工業会の今期活動方針について討論が行われた｡

工業会の事業活動 として大 きな目標である標準

化･規 格化やLCA(:LifeCycleAssesme就)等

を促進す るためにも.ま ず会員の拡大が必要であ

り.そ のために工業会の事業 を具体的 にアピール

する ことが重要であるとの結論に達 した.こ の目

的のため.今 期 に計画されているシンポジウム､

講演会,講 習会や見学会等の通常の事業の他に､

分科会 を早く創設す る必要があるとの見解か ら､

その活動費用 として事業費の名 目でsO◎ 万円を

予算計上す ることが決議 された｡会 員拡大 を念頭

においた工業会運営 に関 して.理 事会､幹 事会 の

位置付 けや理事.幹 事の関係等.工 業会組織につ

いて検討 されたが､そ の具体化は次の理事会で引

き続き検討 し.一 方総務委員会設立 に関する検:討

は総務担 当理事が中心 とな り.個 別 に行 うことと

なった｡前 回の会議で､役 割分担が未確定であっ

た理事の担当が今回決定 されたが.詳 細 は｢第aL

期定時総会報告｣の 項をご覧 くだ さい.

理事会 は､当 工業会の最高決議機関であり.理

事は担当委員会の委員長ではな く,委 員会活動の

監督 と､理 事会での決議･方 針 の委員会への徹底

であることが今回明確 にされた｡

lta98年 は何 か と慌 た だ しい年 で した｡本 号

は技 術委 員会 をは じめ工 業会 の活 動が活 発化 して

いる事 に よ り､8ペ ー ジ とな りま した｡し か しな

が ら､内 容 的 には まだ まだ充 実 して いか な くて は

と多 々反省 して お ります｡最 後 に原稿 執筆 等で 会

員 の方 々 に ご協 力 を頂 き.編 集委 員 一 同よ り厚 く

御 礼 申 し上 げます｡ま た､今 年 は良 い年 にな りま

す こ とをお祈 りいた します｡
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